
農業特許・注目技術の目利き
農業経営に変革を起こす !?

ソ
ビ
ッ
ク
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方

を
体
現
し
た
特
許
発
明
と
い
え
ま
す

（
特
許
第
五
九
四
二
〇
七
三
号
）。

⑶
　
ソ
ビ
ッ
ク
の
仕
組
み

　

ソ
ビ
ッ
ク
の
仕
組
み
を
図
表
２
に

示
し
ま
し
た
。
Ｃ
の
エ
ア
チ
ャ
ン
バ

ー
に
日
光
が
当
た
る
と
、
エ
ア
チ
ャ

ン
バ
ー
内
の
空
気
が
暖
め
ら
れ
膨
張

し
、
Ｄ
の
ポ
ン
プ
ボ
ト
ル
内
の
水
が

押
し
出
さ
れ
Ｅ
の
管
（
途
中
に
弁
が

あ
る
）
を
通
っ
て
、
潅
水
さ
れ
ま

す
。
曇
天
時
や
夜
間
な
ど
気
温
が
下

が
る
と
、
エ
ア
チ
ャ
ン
バ
ー
内
の
空

気
が
冷
え
収
縮
し
、
余
分
な
水
が
培

地
の
底
面
か
ら
Ｆ
の
管
（
途
中
に
弁

が
あ
る
）
を
通
っ
て
、
Ｄ
の
ポ
ン
プ

ボ
ト
ル
内
に
吸
い
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
植
物
に
水
が
必
要
な
と

き
（
＝
日
光
が
盛
ん
に
当
た
っ
て
、

光
合
成
や
葉
か
ら
蒸
散
す
る
と
き
）

に
水
が
供
給
さ
れ
、
水
が
不
要
な
と

き
（
＝
日
光
が
当
た
っ
て
い
な
い
と

き
）
は
水
が
止
ま
る
と
い
う
、
ジ
ャ

ス
ト
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
潅
水
が
実
現

さ
れ
る
の
で
す
。

　

ソ
ビ
ッ
ク
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
タ
イ

プ
の
ほ
か
、
〇
・
八
㎡
（
二
ｍ
×

〇
・
四
ｍ
）
単
位
で
拡
張
で
き
る
大

水
量
も
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と

に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

給
水
圧
源
と
潅
水
制
御
に
つ
い

て
、
特
許
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
み
ま

し
ょ
う
（
調
査
日
：
二
〇
二
〇
年
二

月
七
日
）。
す
べ
て
の
特
許
出
願
に

は
、
先
行
技
術
文
献
調
査
の
た
め

に
、「
Ｆ
Ｉ
（
フ
ァ
イ
ル
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
）」
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
自
動
潅
水
装
置
に
つ
い
て
は

Ｆ
タ
ー
ム
が
な
い
の
で
、
今
回
は
Ｆ

Ｉ
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

自
動
潅
水
装
置
の
Ｆ
Ｉ
は

「A01G27/00

」
で
す
。
自
動
潅
水

装
置
に
係
る
特
許
出
願
件
数
は
、
も

と
も
と
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
〇

〇
一
年
の
一
四
四
件
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
続
け
て
い
ま
す
（
図
表
３
）。

な
お
、
二
〇
一
九
年
が
極
端
に
少
な

い
の
は
、
ま
だ
出
願
公
開
さ
れ
て
い

な
い
も
の
が
多
い
か
ら
で
す
。

　

自
動
潅
水
装
置
に
係
る
特
許
出
願

件
数
の
上
位
一
〇
社
に
つ
い
て
、
い

つ
か
ら
い
つ
ま
で
出
願
し
て
い
た
か

を
表
す
図
表
４
（
ニ
ュ
ー
エ
ン
ト
リ

ー
・
リ
タ
イ
ア
マ
ッ
プ
：
い
つ
頃
参

入
し
、
い
つ
頃
撤
退
し
た
か
が
わ
か

る
図
）
を
見
る
と
、
開
発
歴
・
出
願

件
数
と
も
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
一
強
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
図
表

３
・
図
表
４
か
ら
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
牙
城
を
崩
せ
な
か
っ
た
た
め
、
多

く
の
会
社
が
撤
退
し
て
い
っ
た
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
で
特
許
権
が
一
年
以
上

農業経営に変革を起こす !? 農業特許・
注目技術の目利き

「
ガ
リ
レ
オ
温
度
計
」
の
名
称
で
販

売
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
異
な
る
）。

　

今
回
目
利
き
し
た
の
は
、
こ
の
ガ

リ
レ
オ
の
温
度
計
と
同
じ
原
理
（
シ

ャ
ル
ル
の
法
則
）
を
利
用
し
た
自
動

潅
水
・
循
環
装
置
「
ソ
ビ
ッ
ク
」

（SoBiC

：Solar pneum
atic Bio-

Cycle system

）
で
す
。

⑵
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ダ
イ
ン
社

　

ソ
ビ
ッ
ク
を
製
造
・
販
売
す
る
の

は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ダ
イ
ン
株
式
会
社

（h
ttp

s://w
w

w
.n

atu
redyn

e.
com

）
で
す
。
ソ
ビ
ッ
ク
の
発
明
者

で
あ
る
中
島
啓
一
社
長
は
、
工
業
製

品
の
原
料
や
プ
ラ
ン
ト
の
ス
ペ
ア
パ

ー
ツ
（
ポ
ン
プ
、
ギ
ア
等
）
を
扱
う

貿
易
業
界
か
ら
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｂ

Ｂ
社
や
日
本
Ｈ
Ｐ
社
と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ

業
界
を
経
て
、
二
〇
一
六
年
に
ネ
イ

チ
ャ
ー
ダ
イ
ン
社
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｂ
Ｂ
時
代
に

は
、
シ
ン
ク
ロ
認
証
等
の
現
在
の
電

子
決
済
に
係
る
発
明
を
七
件
ほ
ど
特

許
出
願
し
て
お
り
、
投
資
組
合
か
ら

三
億
円
ほ
ど
集
め
た
そ
う
で
す
。

　

中
島
氏
の
考
え
方
に
、「
い
か
に

シ
ン
プ
ル
に
整
理
で
き
る
か
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
今
回
目
利
き
し
た

　連載

第
４
回 

ガ
リ
レ
オ
の
域
に
達
し
た

自
動
灌
水
・
循
環
装
置

１　
製
品
・
発
明
の
紹
介

⑴
　
ガ
リ
レ
オ
の
温
度
計

　

世
界
初
の
特
許
法
は
、
一
四
七
四

年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
（
現
イ

タ
リ
ア
）
で
誕
生
し
ま
し
た
。
地
動

説
で
有
名
な
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ

も
「
水
を
揚
げ
耕
地
に
潅
水
す
る
機

械
」
の
特
許
を
請
願
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
リ
レ
オ
は
「
温
度
に
よ
る
空
気

の
膨
張
・
収
縮
を
利
用
し
た
温
度

計
」
も
発
明
し
て
い
ま
す
（
図
表

１
）。
こ
れ
は
、
Ａ
の
中
の
空
気
が

暖
め
ら
れ
て
膨
張
す
る
と
、
Ｂ
の
水

面
が
下
降
し
、
Ａ
の
中
の
空
気
が
冷

え
て
収
縮
す
る
と
、
Ｂ
の
水
面
が
上

昇
す
る
と
い
う
も
の
で
す
（
現
在

第 4 回 監修・アグリ創研株式会社 代表取締役　浅野 卓

規
模
生
産
用
ユ
ニ
ッ
ト
（
背
低
の
作

物
用
ま
た
は
背
高
の
作
物
用
）
や
、

果
樹
園
用
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
ま
す
。

２　
特
許
技
術
の
ポ
イ
ン
ト

　

ソ
ビ
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
給

水
圧
源
に
動
力
が
不
要
で
あ
る
こ

と
、
②
潅
水
制
御
に
セ
ン
サ
ー
や
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
要
で
あ
る
こ

と
、
③
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
る

た
め
、
コ
ス
ト
面
や
技
術
習
得
面
で

導
入
し
や
す
い
こ
と
、
④
水
が
循
環

す
る
た
め
、
養
分
の
流
出
や
必
要
な
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委員、特許庁地域団体商標普及啓発事業外部委員・座長、６次産業化プランナー（中央）、東京都立大
学大学院非常勤講師を現任。著書に『ビジュアル知的財産マネジメント』『実践知的財産法』がある。

【図表１】ガリレオの温度計

【図表２】ソビックの仕組み

【図表３】 自 動 灌 水 装 置 に 係 る 特 許 出 願 件 数（1981 ～
2020 年）

※ �「パナソニック」は、松下電器産業、パナソニック、松下電工、パ
ナソニック電工、パナソニック IP マネジメントを合算。「ヤン
マー」は、ヤンマーホールディングス、ヤンマー、ヤンマー農機
を合算。

【図表４】 自動灌水装置に係る特許出願件数上位のニューエント
リー・リタイアマップ
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残
存
す
る
二
〇
〇
一
年
二
月
七
日
以

降
（
特
許
権
の
存
続
期
間
は
、
出
願

日
か
ら
二
〇
年
）
の
特
許
出
願
の
傾

向
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
潅
水
装
置
の
給
水
圧
源
（
毛

細
管
現
象
、
単
な
る
水
道
の
水
圧
を

除
く
）
に
つ
い
て
は
、
①
重
力
（
毛

細
管
現
象
を
除
く
。
Ｆ
Ｉ
：

A01G27/00,503＠
B

）
が
九
一
件
、

②
動
力
利
用
（
ポ
ン
プ
、
空
気
圧
等
。

Ｆ
Ｉ
：A01G27/00,503＠

C

）
が
一

二
九
件
、
③
そ
の
他
の
給
水
圧
源

（
Ｆ
Ｉ
：A01G27/00,503＠

Z

）

が
一
六
件
と
、
重
力
や
動
力
以
外
の

給
水
圧
源
は
圧
倒
的
に
少
な
く
、
空

気
の
膨
張
を
給
水
圧
源
と
す
る
ソ
ビ

ッ
ク
の
希
少
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
潅
水
装
置
の
潅
水
制

御
に
つ
い
て
は
、
❶
セ
ン
サ
ー
・
検

出
方
法
・
検
出
対
象
に
特
徴
が
あ
る

も
の
（
Ｆ
Ｉ
：A01G27/00,504

＠
B

）
が
二
三
五
件
、
❷
一
定
量
ま

た
は
一
定
時
間
ご
と
の
給
水
（
Ｆ

Ｉ
：A01G27/00,504＠

C

）
が

一
二
八
件
、
❸
そ
の
他
の
潅
水
制
御

（
Ｆ
Ｉ
：A01G27/00,504＠

Z

）

が
一
二
二
件
と
、
四
分
の
三
が
、
セ

ン
サ
ー
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
要

す
る
か
、
細
か
い
潅
水
調
整
が
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
で

も
ソ
ビ
ッ
ク
に
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が

あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
（
後
述
３

⑴
参
照
）。

３　

想
定
さ
れ
る
実
施
態
様
・

事
業
展
開
の
可
能
性

⑴
　
多
品
種
少
量
生
産

　

ソ
ビ
ッ
ク
は
、
大
規
模
生
産
用
ユ

ニ
ッ
ト
を
い
く
つ
も
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
、
大
規
模
用
途
に
対
応
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
ソ
ビ
ッ
ク
を
見
た

と
き
、
私
の
脳
裏
に
す
ぐ
浮
か
ん
だ

の
は
、
作
物
ご
と
の
細
か
い
潅
水
調

整
や
土
壌
・
施
肥
管
理
が
必
要
な

「
多
品
種
少
量
生
産
」（
特
に
ハ
ウ
ス

栽
培
）
で
し
た
。

　

セ
ン
サ
ー
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
潅
水
調
整
で
は
、
デ
ー
タ
収

集
や
数
値
設
定
が
必
要
で
す
が
、
ソ

ビ
ッ
ク
で
は
、
き
わ
め
て
ア
ナ
ロ
グ

な
方
法
で
潅
水
調
整
を
実
現
で
き
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
エ
ア
チ
ャ
ン
バ
ー

を
反
射
板
な
ど
で
部
分
的
に
遮
蔽
す

る
こ
と
で
、
潅
水
量
を
絞
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
多
少
の
工
作
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
エ
ア
チ
ャ
ン

バ
ー
の
連
結
数
と
管
の
太
さ
を
変
え

る
こ
と
で
、
潅
水
量
を
増
や
す
こ
と

も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
エ
ア
チ
ャ
ン

バ
ー
の
遮
蔽
面
積
・
連
結
数
を
記
録

す
る
こ
と
で
、
定
量
的
に
、
作
物
ご

と
・
成
長
過
程
ご
と
に
細
か
く
潅
水

を
調
整
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、ソ
ビ
ッ
ク
は
、土
地
と
分
離

し
、
水
も
循
環
さ
せ
て
い
る
た
め
、

土
壌
・
施
肥
管
理
が
容
易
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵
　
休
耕
田
で
の
畑
作
、
実
験
農
場

　

ソ
ビ
ッ
ク
は
、
土
地
と
完
全
に
分

離
し
た
環
境
な
の
で
、
塩
害
土
壌
や

汚
染
土
壌
の
土
地
で
の
使
用
が
メ
ー

カ
ー
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
筆
者
は
、
休
耕
田

で
ソ
ビ
ッ
ク
を
使
用
す
れ
ば
、
粘
土

層
を
破
壊
せ
ず
に
畑
作
で
き
る
（
＝

田
ん
ぼ
に
戻
せ
る
）
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
ビ
ッ
ク
は
、
外
界
か
ら

隔
絶
さ
れ
た
環
境
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
ジ
ャ
ス
ト
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
潅
水
が
実
現
さ
れ
る
の

で
、
土
壌
環
境
と
作
物
の
成
長
の
因

果
関
係
を
明
ら
か
に
し
や
す
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
土
・
肥

料
・
微
生
物
資
材
の
研
究
開
発
や
、

バ
イ
オ
サ
イ
ク
ル
の
研
究
の
た
め
の

実
験
農
場
と
し
て
の
用
途
も
想
定
さ

れ
ま
す
。

⑶
　
節
水
、
作
業
負
担
の
軽
減
、
遊

休
地
の
活
用

　

メ
ー
カ
ー
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
中

玉
ト
マ
ト
一
個
の
栽
培
に
通
常
五
〇

リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
で
あ
る
と
こ

ろ
、
ソ
ビ
ッ
ク
で
は
二
〜
三
リ
ッ
ト

ル
程
度
で
済
ん
で
い
る
事
例
が
多
数

あ
る
よ
う
で
す
。
ト
マ
ト
は
乾
燥
に

強
い
作
物
で
す
し
、
実
際
に
必
要
な

水
は
土
壌
環
境
や
気
象
条
件
に
よ
っ

て
異
な
る
こ
と
を
割
り
引
い
て
も
、

ソ
ビ
ッ
ク
に
よ
り
節
水
で
き
、
潅
水

の
頻
度
は
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
潅
水
は
農
業
者
の
日
々
の
作
業

負
担
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
国
人

技
能
実
習
生
が
減
少
し
人
手
が
足
り

な
い
な
か
、
そ
の
一
助
と
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
ソ
ビ
ッ
ク
で
は
、
水
枯
れ

の
心
配
が
少
な
く
、
あ
る
程
度
ほ
っ

た
ら
か
し
で
も
育
つ
こ
と
か
ら
、
ビ

ル
の
屋
上
、
耕
作
放
棄
地
、
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
の
隙
間
の
有
効
活
用
が
メ

ー
カ
ー
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
あ
さ
の　

た
か
し
）
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